C.S.ルイスのキリスト教思想 by 岡田 理香
※ ホームページ等で公表します。（様式１）  





研 究 科 名 立教大学大学院 研究科  キリスト教学 専攻 キリスト教学 
研 究 代 表 者 
( 2 0 1 6 年 3 月 現 在
の も の を 記 入 ) 




岡田  理香  印  
指 導 教 員 
所属･職名 氏 名 
大学院キリスト教学研究科  
文学部キリスト教学科・教授  
久保田  浩  印  
自然・人文 
・社会の別 
人文  個人・共同の別 個人  
研 究 課 題  C. S.  ルイスのキリスト教思想  
研 究 組 織 
（ 研 究 代 表 者  
・ 共 同 研 究 者 ）  
※ 2 0 16 年 3 月 現
在 の も の を 記 入  














岡田  理香  
研 究 期 間 ２０１５  年度  






本研究はイギリスの作家 C.  S.  ルイス（ Clive Staples  Lewis ,  1898 -1963）を研究対象
とし、ルイスの著作をもとに彼の「キリスト教」の特徴を明らかにするものである。C. S.  
ルイスを文学的な見地における研究だけに留めることなく、キリスト教学の視点から
も総合的に見ることを目的とする。その上で、 C. S.  ルイスをキリスト教弁証家と捉
え、彼の生きた時代の英国の歴史と宗教的な背景等を踏まえた上で、当時の「神話」




〔  C.  S.  ルイス                〕 〔キリスト教文学  〕 〔イギリス文学  〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 
2015 年度 SFR 研究の期間は、本研究の博士課程後期課程 6 年目に該当した。その
ため研究内容の大半を博士論文の中間報告書と、博士論文の下書きに反映させた。  
 




























 2． C. S.  ルイスの伝記  
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C.  S.  ルイスの著作から、彼の執筆行為について拾い、彼がファンタジーを最も
好む執筆形態としていることを瞥見した。さらに、 J.  R.  R.  トールキンのエッセイ
に書かれたファンタジーに対する考え方に彼が同意していることや、「神話」の形
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・研究成果の一部を 2015 年 9 月 11 日桜美林大学に於いて「 C. S.  ルイスが『天国と
地獄の離婚』で描いた新たな煉獄」という題で、日本基督教学会大会にて発表した。  
 
・研究成果の一部を 2016 年 3 月 18 日上智大学に於いて「真実の神話としてのキリス




・研究成果の一部を、工学院大学情報学部において春学期にかけて「 C. S .  ルイスの
『ナルニア国物語』」という内容で講義した。  
 
・博士論文中間報告書を提出し、口頭試問を通過して受理された。  
 
